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【背景】 先天性心疾患領域は、解剖の複雑さや専門性の高さから、医学生にとって「難解で敷
居が高い」というイメージが先行し、興味を抱く前に学習の停滞を招く課題がある。【目的】
自施設で作成した低コストの患者固有実物大3D心臓モデル(3DCM)を用いた教育が、立体解剖
理解の補助および本領域への関心・進路動機付けに与える影響を探索的に評価した。【方法】
対象は2026年1月から2月に当科をローテートした医学生計8名。3DCMを用いて担当患者の心臓
の立体解剖、循環動態および手術手順などを、術者視点のアプローチを中心としたハンズオン
教育を実施。実施後、理解度および本領域への関心についてアンケート調査を行った。評価項
目; 1. 解剖理解・学習効果(4項目)、2. 手術技能理解(3項目)、3. 学習意欲(4項目)、4. 実用性・教
育的価値(4項目)の各項目で5段階評価を行いスコア化。さらに、3Dモデルの教育への有用性を
総合評価として5段階で評価するものとし、自由記述の欄も設けた。【結果】計4体の3D心臓モ
デルを用い、計11のアンケート結果を得た。アンケート各セクションの平均スコアは1. 20/20
点、2. 15/15点、3. 20/20点、4. 20/20点。総合評価の平均は5点で、全ての学生が3Dモデルを用
いた教育は有用であると評価し、「立体構造がわかりやすい」「他の疾患のモデルも見たい」
という意見が多かった。3DCMの作成時間・作成コストの平均はそれぞれ7.8時間、181円。
【結語】自作3D心臓モデルは、画像診断のみでは把握が困難な立体解剖や空間的理解を補完す
る教育ツールとして有用である可能性が示唆された。本手法は極めて低コストで導入可能であ
り、先天性心疾患教育支援および将来的な人材確保戦略への応用が期待される。
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